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看護職鼻の就業者数は1960年代以降、増加の一途であり、現在は約133万人となっている。  

看護職鼻就業者数の推移（1960～2006年）  
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【出典】看性職員数二「雷性関係統計資料集」人口：総務省「推計人口J   



看護職鼻就業者数の経年変化は、新卒就業や再就業による増加があるものの、離職にともなう潜在化ドより、1年間で  
1．3万人のみの増加にとどまる。  

医師に比べると看護職員数の都道府県格差は小さく、地域偏在が際立って大きいとはいえない。  

医師および看護職長の都道府県別の偏在   

（100床当たりの全国平均値を1とした場合の割合）  

病院就業看護職の就業者数の構造  
（1．3万人増）   
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北★せ曹秋山積茨城群楕千東沖新書石積山長峰静た三滋京大兵精和▲も岡広山鳩響彙高積佐丘柵大官よ沖  
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【出典】厚生労働省「医療施設調査」、国勢調査、平成17年  

渾1厚生労働省匿政局■轟排公表薫割  
耗2■雄関係統計責料集入学定■は、2008年卒♯警の入学時の走▲で算出．また大学は書技師走■のみに加嘉（同一学生で枚数課程1櫨のため）  
※3 日本看護協会2087年病院■練実態綱董による推計  ※4就業者媚、新卒社業着数、膿れ著赦lこよる推計  
※5厚生労働省「医療安全の確保に向けた隈縫師助塵辞書雄師法専のあり方に湘する検討会J★1同士料  
※¢宮嶋偉、中田書文：■雄媚員の潜在イヒ勤向とその要因．1TECWo舶npPaporSoH080か08Soptombor2008  

年代別の就業状況では、30代でいったん減少して40代で復職するというM字型の就業構造である。  第6次看護職員需給見通しにおける都道府県別看護職員数によると、経年的には需給見通しの差は綺小傾向にある。  
最も低い地方でも奈良県のg4．0％であり、全体の不足傾向は縮小している。  

看護職鼻の年代別就業状況  

都道府県別の看護職鼻需給割合  88．肌（％）  
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北書岩音秋山橿茨城群埼千★神新書石檀山長岐静愛三滋京大兵棄和▲島岡広山徳書愛書渾佐畏熊大官よ沖  
漬さ手城田形島槻木■玉葉貫棄潟山川井梨野ヰ関知1暮も阪眞長歌取根山1ロも川躁知岡兼疇本分疇児縄  

山  

ー醐一平成22年  

【出典】厚生労働雀「第8次書護れÅ需給に閲する検討会」責料より改繍  

試  用  

25歳末満 25～29 30～34 35～39 40～44 45－49 50～54 55～59 60歳以上  6  
【出典）】①事護れ員就業者赦＝「衛生行政報告例（川4年度）」厚生労働省統計情報醜  

②免許取得者赦（推計）＝★六次書雄職員需給見通し検討会t料 ①全産業就業犀＝「散薬構連基本粥壬（H14年）」総潤省統計局   
準」   



看護職見の多くは家事・育児と仕事を両立しているため、就労の継続が困難になれば、離職して潜在看護職具になるか、  
非常勤職員に移行せざるを得ない。また過労死の者が出るくらい、過酷な業務といえる。  

常勤看護職鼻の離職率の全国平均は12．6％である（2007年度）。  
離職率が高いのは、東京（17．8％）、大阪（け3％）＞他45道府県であり、人材の確保が容易であるはずの大都市部  
で離職率が高い傾向にある。一方で離職率が全般的に低いのは、東北・北陸地方である。  

看護職鼻の就労実態  

看護職旦の離職率（都道府県別）  
◆看護職の多くは「働く母親」※1  

・女性の看護職のうち、6割が既婚（離死別を含む）。  
・既婚の看護職の8割には子どもがおり．平均2．1人となっている。   

「家庭生活との両立」を優先  
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n無回答・不明  

◆夜勤・超過勤務が「あたりまえ」の現場の状況薫2   

▼1か月の超過勤務時間23■時間   

※日本でもっとも超過勤務が長い業種は「道路貨物運送業」（トラック運転手）の30，1時吼 看護職はこれに次ぐ長さ。  

・院内研修や看護研究、始業前に始める患者の情報収集など、超過勤務と扱われない時間も長い。  
・交代制勤務で、勤務と次の勤務の間腑～6時間。家事・育児で仮眠の間もなく、次の勤務につく状況である。   

焉「家庭生活との両立」が困難  
北書岩官秋山檀茨栃群椅子兼神新書石橿山長畦静愛三滋京大兵東和鳥島間広山技手愛高積佐畏絶大宮應沖  
満点手城田形島城木馬玉葉京尭潟山川井製野阜岡加重賀勧阪庫良歌取租山鳥口島川機知岡天晴本分崎児縞  
遣れ県県県県県県県県県県郁川県県県県県県県県県県県府府県県山県県県県県県県県県県県れ県県県鳥県  
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◆過労死に関する判例：25歳国立循滑器病センター看講師くも旗下出血死（村上）事件椚  

・夜間勤務や不規則労働を伴っていることから、超過勤務が60晴間以下でも過労死と判断されている。   

※判決理由では、「時間外労働時間の料のみに基づいて行うことは相当でなく、その判断は、時間外労働時   
間の量に併せ、実際に従事していた業務の質的な面を加味し、総合して行うことが必要である」とされた。  

9   

【出典】※1日本署護協会「看護職員実態椚査」2005年、※2「時間外労働・夜勤・交代制勤務等緊急実態調査」2DO8年※3大阪高裁平成20年10別0日判決（平成20年（行コ）第37骨）  
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【出典】日本看採協会「病院における看嬢職員需給状況調査」2008年  

労働安全が整備されている状況にないため、看護職点が働き続けられる環境を整え、定着を促進する病院の努力を支援  
する方策が必要である。  

潜在看護職員の離職理由は、ライフイベントの他に、勤務時間の長さや超過勤務、夜勤の負担によるものが大きい。  

潜在看護職長の離職理由  
看護職長の就労を巡る課題  

妊娠・出産（3位／1位）  

結婚（1位佗位）  

勤務時間が長い・超過勤務が多い（－イ3位）  

子育て（2位／4位）  

夜勤の負担が大きい（一路位）  

（1）夜間の労務管理  

◆夜勤体制   
3交代・2交代それぞれに2人夜勤など  

の課題  

◆当直勤務体制   
4人に3人が許可要件に非該当「／  

自分の健康（5位伯位）  

転居（10位〝位）  

書件の舌き・瞑癖毛蝕 

伏脱が取れない（－一伯位）  

配偶者の転勤（7位／10位）  

他の微増への興味（4位／－）  

定年（6位／－）  

自分の適性一能カヘの不安（8位／－）  

親族の健康・介穫（9位／－）  

／㌘漂還慧≡当の扱い  
23．4時間中の手当支払いは7．9時間のみ  

（2日間に相当する労働が未払い）  

◆管理監督者の扱い  
中間管理職の4害胴こ時間外勤務手当   
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◆長時間労働   
「過労死危険レベル」が23人にひとり  

◆36協定の未締結  
半数近くの施設で未締結  の未払い  

休憩の取り扱い   
取れなかった休憩はサービス残業扱い  

0．0％ 10．0％  20．0％  30．0％  40．0％  50．0％  60．0％   

■看護管理者が把握している離職理由（上位10位） ■潜在看捜職員の離職理由（上位10位）  8  

【出典】日本看護協会「潜在ならびに定年退職看護職員の競業に関する意向調査報告書」2007年3月  

10   



7対1看護配置の新設後も、看護職具催傑状況において、地域間格差の傾向は特段みられなかった。  

過疎地域における確保割合の平均は72．6％であった。（全国平均69，9％（N＝1479病院））  
看護職長の需給状況について（まとめ）  

にあるため、不足感の原因は、  病院の立地別にみた看護職鼻を確保できた割合  
70％以上確保できた病院  職♯■ヰ職長敵および地域傭在   

◆看護池貝の就菱音数は約133万人であり、1年間で1．3万人増加している。   

◆第6次看護職員需給見通しでは、全仕の不足傾向は縮小している。  
（充足率は最低の地域でも90％台を確保し、平均は96．8％）   

◆都道府県別の就業者数をみると、医師に比べて地域偏在は小さい。  

虜虜の立 地   

東京23区・政令指定都市（平均71．6％）  

〔＝376  

離職を減らすことが必要である。  
過疎地域指定市町村（平均72．6％）  

【＝140  

その他の市町村（平均68．8％）  

n＝g52  

奮t1日■1の納車および牡轍理鹿  

◆常勤者護職長の離職率は全国平均12．6％であり、地方よりも大都市圏において高い。  

；雲霞詣豊謡畠碧空霊濫髭濫諾豊㌫恐慌iるたよの地価  
0％ 10％ 20鴇 3仇 40％ 50％ 60％ 70％ 80鴇 gO％ 100％  

確保 で き た割 合（％）  
Total：n＝川7g病院  

口100繁確保した  画90－100艶未満確保した  ロ80－90施米溝確保した   ロ70－80艶未済確保した  

■60・－70％未満確保した   田50－601未済確保した   臼40－50％未満確保した   コ30－10繁＊満確保した  

□20・－30％木浦稚保した   DlO・－20％朱謂確保した   口1－10艶未満確保した   □0％（1人も確保できなかった〉  

口熱回書・不明  113 

【出典】日本看護協会「2∞7年度当初の看護職Å確魚に関する緊急アンケート」  

7対1看護配置の新設後、看護職員確保状況において、病床規模による格差の傾向は必ずしも認めなかった。  

稼働病床数別の看護職鼻を確保できた割合  

稚働病床数  

200床以上（平均75．6も）  

n＝503  参考資料  

100－1991末（平均朗．8艶〉  

n＝470  

9g床以下（平均朗．硝）  

n＝431  

0繁   10ち   

Total：n＝1479病院  

201  30篤   40篤   50％   60％   70！と  801  

確保できた引合（も）  

90繁  100！；  

800ーtOO懐真相侵した  臼88－9肺未満け保した  口？0－8仇未満稚保した  
D00－7鴎兼蕩It侵した  ロ60－8胱無慮Il侵した  □40－5晒康虞蘭侵した  B30一利汽兼j蔦確保した  

■】0瑚侵した                                        仏抑－3肪兼篇確保した  ロ10－2㈹未満確保した  ローl（拘束蕩け課した  ロ鴨（l人も相集できなかった）  12  14  

【出典】日本看護協会r2007年度当初の看護職員確保に関する緊急アンケート」   



20～50歳未満では一般女性と比較して看護職の有配偶率は低い傾向があり、未婚率は高い傾向がある。  7対1入院基本料や10対1入院基本料を算定している施設であっても、2人夜勤体制の施設が2～3割以上存在している。  

年齢別未婚率・有配偶率  一般病棟における夜勤体制の実態（3交代）   
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7対1入院基本料  
（総看護単位数＝2，494〉  

準7対1入院基本料   

（総看護単位数＝9）   

10対1入院基本料  

（総有性単位数＝乙733）   

13対1入院基層料  

（総看穫単位数＝1g9〉  

15対1入院基本料  
（総看護単位数＝198）  

特別入院基本料   
（総看護単位数＝6）  20～24  芦5～29  30－84  35－39  40～44  45～49  50－54  55－59 歳  

一般女性・有配偶率 一◆一看住職・有配偶率 ‥▲‥一 般女性・未婚率 一●一考抜放t未婚率  0％  20％  40％  60％  80％  

■2人夜勤 ■3人夜勤 4人夜勤 5人以上夜勤  

15  

【出典】総務省r2005年国勢調査報告j（一般女性）、日本看護協会r2005年甘雄職Å実態調査ノ（■棟職）  

17  

【出典】日本看護協会「病院における看護職且需給状況調査」2008年  

30歳以上の層では看護職の有子率が一般女性の有子率を上回っており、看護職の多くは「働く母親」といえる。  当直勤務者の4人に3人は、労働基準監督署が示す「当直」の定義に当てはまらない（終夜業務が継続して仮眠が取れな  
い状態である）。  

さらに、当直勤務者の4割は、当直明けが休みとなっておらず引き続き日勤に入っている。  

年齢別有子率   
当直勤務体制の実態   

当直勤務明けは休日か  

t  一般女性  

†卜者護職  

1そうなっていない  

ロそうなっている  

20～24 25－29 30－34 35・－39 40・・44 45－49 50～54 55■｝59 歳  

※労働基準監督署の見解では、r当直」とは、定時的巡視・緊急の電結うけ・非常事態に償えての待機相席の軽度の業務が前提とされている。  

18  

【出典】日本看雄協会「時間外勤縄、夜勤・交代制勤務専緊急実態調査」Z∞8年   

16  

【出典】国立社会保杵・人口同債研究所「2001年第5国人口移動調査」（一般女性）、日本看護協会r2005年看護職Å実態調査」（有漢職）  



労働基準監督署より何らかの調査を受けた病院は約2幸化なっている。  
交代制勤務者の23人に1人は、過労死危険レベル（月60時間を超える時間外勤務）である。  

交代制勤務者の時間外勤務時間数の分布  最近2年間に労働基準監督署の調査を受けたか  

1うけた   

uうけていない   

りわからない   

暮無回答  

㌔㌔㌔㌔ ㌔㌔㌔  
19  

【出典】日本■揉協会「時間外勤務、夜勤・交代制勒痛等緊急実態調査」2008年  

… 

㌔…  

21  

r看護管理者調査」N三1425  

時間外労働のうち手当が実際に支払われたのは4割程度であり、また中間管理職では制度的に支給されない又は上限付  
きとなっている病院が4割程属となっており、未払い残業（いわゆるサービス残業）があるとみられる。  休日・時間外勤務に関する36協定を綿棒している病院が半数程度にとどまっている。  

休日．時間外勤務に関する36協定を締結しているふ  時間外勤務手当の支給状況  

時間外労働時間に対する手当の支給状況  

uしている   

■していない  

■わからない  

ト∪無回答  

ー■甲田田田野  

棚彿料肺臓 2．572壷；養：：‥9・5 0・1150  

うち申告時間数   2．餌2  8．3  4．5   0．0   93  

諾諾肋 2・438くま：さ：ン4・0 0・0 90  

や ㊥♂l♂ 
， 

22  

【出典】日本看護協会「時間外勤務、夜勤・交代制勤務零緊急夷態調査」2008年   

20   

「看護管理者飼主JN三1425  



潜在看護職員の約8害は、看護職として働きたいとの意思があることから、再就業の意向は高いといえる。  
看護職員の離職率を病院設置主休別にみると、「都道府県・市町村」の離職率が9．2％で最も低〈、「学校法人並  

びにその他の法人」が15．4％で最も高い。  

潜在看護職具の再就業意向  
看護職長の離職率（設置主体別）  

無回答  
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再就業意向  

割合  件数  性徴として働きたい  77，6l  2．82  桂根として働く気はない  5．2l  柑1  ◆ちらでもない  ＝＝汁  5く】  国電  2，5l  十    9  国：厚生労働省・国その他・独立行政法人国立病院機構・国公立大学法人・独立行政法人労働者健康福祉機構・その他の独立行政法人  
公的医療機関：日赤一済生金・厚生連・国民健康保険団体連合会  
学校法人ならびにその他の法人：社会福祉法人、医療生協等  23   

【出典】日本着雄協会r病院における看護職Å需給状況調査J2DO8年  

25  

【出典】日本看護協会専門職支援・中央ナースセンター事業部「潜在ならびに定年退職看護職長の就業に関する意向調査報告書」2007．3  

専門看護師・認定看護師は、専門的な知識と技術に裏付けられた水準の高い看護ケアを提供し、医療の質向上に大き〈  
貢献している。 

20代の看護職長の課題は早期離職等であり、新卒看護職員の1年後の病院就業者数は定見の約7割まで減少する。  

看護師養成・確保の課題   

看護師の養成と就業状況  

専門看護師・認定看護師の専門領域と資格要件  

専門看護師  
■実務研修5年以上（そのうち1年は修士詳程修了後の実務研修）  
■看護系大学院修士課程修7、専門看護師カリキュラムの単位取周 ⇒専門看護師認定審査  
■特定の専門看護分野知識及び技術を深め、水準の高い看護ケアを効率よく提供  
■保健医療福祉の発展に貢献、看護学の向上をはかる  

．、．入学定員仙4β．800人｝．  

国家試験合格  41，印0人（定員の85％・卒業者数の91％） 

病院に就職  38，300人（定員の78％咽家紋験合格者数如2％）  

分野名 ．がん■護  精神看護  地域書護  老人看性  小児看護  母性看護  慣性疾患  急性・王症 感染症看  官族支緩  
看性  急青春ほ  性  

合計302  128  52  9  14  27  り  25  28  

（診療所に就職 471人 ）  
認定看護師  
■実務研修5年以上  
■認定看護肺教育抹程修了（6ヶ月以上）⇒認定看護師琵走者査  

■熟練した看護技術と知紳癌用いて、水準の高し＼看護を実践  
■看護硯蠍こおける看護ケアの広がりと賞の向上をはかる  

離職率9．2％  病院就職1  年以内   

「がん放射は療法才憤」「脳卒中リハビリテーション看護」は2009年間欄  

威風憬骨革葺麿賃間習慣習君恩常習濫獲  
含書十  引7  395  080  754  419  471  
5795  

※2009年9月の登録者数  

150   88   140  155   95   201 108   94   1132  87   131  

26   

※看護師3年課程・2年課程（大学・短大含む）の2006年3月卒業状況による概算  
『看護関係統計資料集』（日本有機協会出版会）および厚労省警護課発表資料による  
離職率は、日本看護協会2007年病院看護実態調査による（1年後の病院就業者赦は推計値）  

24  



専門看護師、認定者護師数は、現行の教育棟関数を前握とすると、2012年に1万人を突破する。  

専門看護師、認定看護師の認定者数（予測）  

29  

55＿ 58－－    ．83‾ ‾ ‾                塞葺選一等量堅紅面二耐一－。。－7  


